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A Reading of Paradise Lost（IV）　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　  　

　The main characters of Books I and II of Paradise Lost are Satan and his followers in 
Hell, while those of Book III are God and Christ in Heaven. Man appears on Earth for 
the first time in Book IV, and his creation is described in Book VII. In Book VIII, 
Adam asks God to give him a wife, and God does so, creating Eve from Adam’s rib. 
The relationship of Adam and Eve is modeled on that of God and Christ in their 
oneness, and accordingly, the society of the Trinity is echoed in human society. 
Solitude is dissolved into Society by virtue of Love.
　However, the Fall destroys the ideal society of Adam and Eve. Readers of Paradise 
Lost have been much impressed with the contrast between unfallen and fallen sexuality 
skillfully and beautifully described by Milton in both its bodily and spiritual aspects. On 
account of this beautiful description, Milton is saved from being viewed narrowly as an 
austere Puritan poet.
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読解『失楽園』（四）
　
　
　
　
　

三
．
孤
独
と
愛
と
社
会

　
『
失
楽
園
』
に
登
場
す
る
中
心
人
物
（
？
）
は
、
第
一
・
二
巻
は
悪
魔
と
そ
の
勢
力
で
あ
り
、
第
三
巻
は
神
と
御
子
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
底
流
に
は
人
間
が
あ
っ
た
。「
人
間
の
最
初
の
不
従
順
」と
い
う
言
葉
で
始
ま
り
、「
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
の
二
人
が
手
に
手
を
と
っ

て
、
エ
デ
ン
の
園
を
分
け
て
ゆ
く
」
姿
で
終
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
作
品
の
主
人
公
が
人
間
で
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
人
間
の
姿
が
人
間
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
第
四
巻
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

人
間
の

誕
生

　

私
は
こ
こ
で
は
、
人
間
を
そ
の
誕
生
か
ら
結
婚
へ
と
通
時
的
な
流
れ
に
沿
っ
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
誕
生
と
い
っ
た

が
、
ア
ダ
ム
と
、
そ
し
て
イ
ー
ヴ
だ
け
は
、
そ
の
乳
幼
児
期
を
持
た
な
い
。
い
き
な
り
成
人
の
姿
で
登
場
す
る
。
そ
の
ア
ダ

ム
創
造
（
誕
生
）
の
経
緯
は
、
第
七
巻
、
天
使
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
口
を
通
し
て
語
ら
れ
る
。『
失
楽
園
』
の
テ
キ
ス
ト
と
、
そ
れ

が
基
づ
く
聖
書
の
該
当
箇
所
を
並
記
す
る
。

　
　

　
　

 Paradise Lost Ⅶ
. 516-534.

　
　

　
　

　
　

　
　

　
T

herefore the om
nipotent

Eternal Father…
/ thus to his Son audibly spake:

“‘Let us m
ake now

 M
an in our im

age, M
an

520　
In our sim

ilitude, and let them rule

　
　

G
enesis 1. 26-28.

26　
A

nd God said,
Let us m

ake m
an in our im

age,
after our likeness: and let them have dom

inion 
over the fish of the sea, and over the fow

l of  
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O

ver the fish and fow
l of sea and air,

Beast of the field, and over all the Earth,
A

nd every creeping thing that creeps the ground !’
T

his said, he form
ed thee, A

dam
, thee, O

 M
an,

525　
D

ust of the ground, and in thy nostrils breathed
T

he breath of life; in his ow
n im

age he
Created thee, in the im

age of God
Express, and thou becam

’st a living soul.
M

ale he created thee, but thy consort
530　

Fem
ale, for race; then blessed m

ankind, and said,
‘Be fruitful, m

ultiply, and fill the Earth ;
Subdue it, and throughout dom

inion hold
O

ver fish of the sea, and fow
l of the air,

A
nd every living thing that m

oves on the Earth ! ’

the air, and over the cattle, and over all the 
earth, 
and over every creeping thing that creepeth 
upon the earth.

27　
 So God created m

an in his ow
n im

age, in the 
im

age of God created he him ; m
ale and fem

ale 
created he them.

28　
A

nd God blessed them, and God said unto them
, 

Be fruitful, and m
ultiply,

and replenish the earth, and subdue it; and have 
dom

inion over the fish of the sea, and over the 
fow

l of the air, and over every living thing that 
m

oves upon the earth.
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
italics m

ine）

　

ま
ず
気
付
く
こ
と
は
、
イ
タ
リ
ッ
ク
ス
下
線
部
が
示
す
よ
う
に
、
め
ま
ぐ
る
し
い
単
複
の
交
替
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
聖
書
原
文

か
ら
来
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

聖
書
で
は
、
神
が
「
我
々
に
か
た
ど
り
、
我
々
に
似
せ
て
、
人
を
創
ろ
う
」（
創
一
26
）
と
言
わ
れ
た
、
と
い
う
。
こ
の
神
の
複
数

に
関
す
る
最
も
新
し
い
聖
書
学
の
結
論
は
、「
文
法
的
に
熟
慮
の
複
数
と
呼
ば
れ
る
用
法
。
数
上
の
複
数
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
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あ
る
（
月
本
昭
男
、
岩
波
『
創
世
記
』
4
、
一
九
九
七
、
月
本
氏
の
こ
の
結
論
に
至
る
考
察
は
、
日
本
基
督
教
団
・
宣
教
委
員
会
刊
リ
ー
フ
・
バ

イ
ブ
ル
・
コ
ン
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
『
創
世
記
注
解
1
』
58
─
60
に
─
詳
し
い
）。
月
本
氏
が
こ
の
結
論
に
到
達
す
る
前
に
検
討
し
た
五

つ
の
ケ
ー
ス
を
、
黒
崎
幸
吉
の
『
旧
約
聖
書
略
註
上
』（
一
九
三
六
）
は
す
で
に
網
羅
し
て
い
て
、「
複
数
は
威
厳
を
示
す
複
数
な
ら
ん
、

或
は
多
神
教
の
名
残
な
り
と
解
し
、
又
は
三
位
一
体
の
複
数
又
は
神
の
諸
属
性
の
複
数
又
は
思
索
を
示
す
複
数
又
は
神
が
そ
の
同
族
を

呼
集
め
給
ふ
意
味
等
と
解
す
る
説
も
あ
る
」（
同
書
7
）と
記
す
。
矢
内
原
忠
雄
の
聖
書
講
義（
角
川
書
店
刊
第
四
巻
、一
九
四
九
）に
は
、「
多

く
の
近
代
註
解
者
の
説
の
如
く
、
天
使
を
含
む
霊
的
存
在
と
し
て
の
意
で
あ
ら
う
。
併
し
そ
の
中
に
神
の
三
位
一
体
の
暗
示
を
読
み
取

る
古
き
註
解
者
の
見
解
も
亦
棄
て
難
き
も
の
が
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
神
の
純
粋
に
霊
的
な
る
自
己
充
足
性
は
三
位
一
体
の
神
観
に
於
い

て
始
め
て
完
い
か
ら
で
あ
る
」（『
創
世
記
』
37
）
と
あ
る
。

　

一
方
『
失
楽
園
』
で
は
父
が
御
子
に
語
る
の
で
あ
る
か
ら
、Let us m

ake now
 M

an in our im
age, Ⅶ

. 519.

は
き
わ
め
て
自
然

で
あ
る
。
だ
が
次
の
行
でM

an 

をthem
 

で
受
け
る
の
は
、
聖
書
が
そ
う
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
再
び
、
524
行
と
526
行

で
は
神
も
人
も
単
数
と
な
る
。
こ
れ
も
や
は
り
聖
書
の
言
葉
（
創
一
27
）
を
繰
返
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
失
楽
園
』
で
は
ラ
フ
ァ
エ
ル

の
語
り
と
し
て
、
客
観
的
事
実
の
描
写
で
あ
る
。
529
─
530
行
で
は
、
神
は
、
先
ず
は
男
を
、
次
い
で
女
を
造
り
、
二
人
をm

ankind, Ⅶ
. 

530.

と
呼
ん
で
い
る
。

　

創
世
記
で
は
27
節
の
な
か
に
単
複
が
並
存
す
る
。
前
半
の
単
数
が
後
半
は
複
数
と
な
り
、
28
節
で
は
複
数
で
あ
る
。
こ
の
28
節
の
複

数
形
を
、『
失
楽
園
』
はm

ankind

と
い
う
単
複
同
形
の
集
合
名
詞
で
表
わ
す
。
そ
れ
と
同
様
に
519
行
目
のM

an 

も
ア
ダ
ム
個
人
で

あ
る
と
同
時
に
人
類
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
520
行
目
でthem

 

に
変
わ
る
こ
と
を
読
者
は
違
和
感
な
く
受
取
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て

も
、
こ
の
め
ま
ぐ
る
し
い
単
複
の
交
替
が
聖
書
原
文
に
由
来
す
る
以
上
、
聖
書
の
注
解
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
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ア
ダ
ム

と
は
？

　

創
世
記
第
一
章
26
節
「
人
を
造
ろ
う
」、
27
節
「
人
を
創
造
さ
れ
た
」
の
「
人
」
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は
「
ア
ダ
ム
」
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
、「
集
合
名
詞
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
決
し
て
複
数
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
本
来

「
人
類
」
を
意
味
す
る
（
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ケ
ー
ラ
ー
）。
ル
タ
ー
が
感
情
を
込
め
て
こ
の
語
をM

enschen

〔「
人
々
」〕
と
訳

し
た
の
は
、
は
な
は
だ
適
切
で
あ
っ
た
」
と
い
う
（
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
ラ
ー
ト
、
山
我
哲
雄
訳
『
創
世
記
』
78
、
Ａ
Ｔ
Ｄ
旧
約
聖
書
註

解
1
）。
欽
定
訳
もThe N

ew
 English Bible

（1970

）もm
an 

と
訳
し
て
い
る
が
、最
近
のBill T

. A
rnold 

の
翻
訳G

enesis

（Cam
bridge 

U
niv. Press, 2008

）
で
はhum

ankind 

と
訳
さ
れ
、
そ
れ
をthem

 

で
受
け
て
い
る
。
そ
こ
に
は
単
複
の
交
替
に
よ
る
謎
め
い
た
感
じ

は
な
い
。
い
ち
ば
ん
面
食
ら
う
の
は
五
章
1
・
2
節
の
「
ア
ダ
ム
の
系
譜
の
書
」
で
あ
る
。

　

 　

神
が
ア
ダ
ム
を
創
造
し
た
日
、
彼
を
神
の
姿
に
造
っ
た
。
男
と
女
と
に
彼
ら
を
創
造
し
、
彼
ら
を
祝
福
し
た
。
彼
ら
を
創
造
し
た

日
、
彼
ら
を
祝
福
し
て
、
彼
ら
を
ア
ダ
ム
と
名
付
け
た
（
月
本
昭
男
『
創
世
記
1
』
リ
ー
フ
バ
イ
ブ
ル
・
コ
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
、
185
）。

　

す
で
に
男
の
名
は
、
土
（
ア
ダ
マ
）
か
ら
造
ら
れ
た
ゆ
え
に
ア
ダ
ム
（
創
二
7
）、
女
の
名
は
、
命
（
エ
バ
）
あ
る
も
の
の
母
と
な

る
が
ゆ
え
に
エ
バ
（
創
三
20
）
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
こ
で
は
、
女
も
ア
ダ
ム
と
名
付
け
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
「
男
と
女
に
創
造
さ
れ
た
人
間
（
ア
ダ
ム
）
の
う
ち
男
の
ほ
う
が
ア
ダ
ム
と
呼
ば
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
男
だ
け
が
人
間
（
ア
ダ
ム
）
な
の
で
は
な
い
。
神
は
「
彼
ら
の
名
」
を
、
す
な
わ
ち
男
と
女
と
を
含
め
て
、
人
間
（
ア

ダ
ム
）
と
呼
ん
だ
。
と
い
う
の
だ
」（
月
本
前
掲
書
、
186
─
187
）。
い
わ
ば
、
女
性
の
人
間
宣
言
、
男
と
女
の
「
一
体
」
性
（
創
二
24
）
を

表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
先
駆
性
に
驚
く
ほ
か
は
な
い
。
日
本
聖
書
協
会
版
は
、
文
語
訳
も
口
語
訳
も
「
ア
ダ
ム
」
と
名
付
け

ら
れ
た
と
な
っ
て
い
た
が
、
新
共
同
訳
で
は
「
創
造
の
日
に
、
彼
ら
を
祝
福
さ
れ
て
、
人
と
名
付
け
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
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人
間
の

模
範

　

で
は
、
こ
の
男
女
の
「
一
体
」
性
は
、
ど
こ
か
ら
来
る
か
。
創
世
記
第
二
章
18
─
24
節
、
神
は
「
人
が
独
り
で
い
る
の
は

良
く
な
い
。
彼
に
合
う
助
け
を
造
ろ
う
」
と
い
っ
て
、
男
の
あ
ば
ら
骨
の
一
部
を
抜
き
取
り
、
そ
の
あ
ば
ら
骨
で
女
を
造
っ 

た
、
男
は
女
を
見
る
と
、「
こ
れ
こ
そ
わ
た
し
の
骨
の
骨
、
わ
た
し
の
肉
の
肉
。
こ
れ
を
こ
そ
女
（
イ
シ
ャ
ー
）
と
呼
ぼ
う
、

ま
さ
に
男
（
イ
シ
ュ
）
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
」
と
叫
び
、
二
人
は
一
体
と
な
る
、
と
い
う
記
事
に
基
づ
く
。

　

女
が
男
の
助
け
と
し
て
創
造
さ
れ
た
と
い
う
が
、
何
の
た
め
の
助
け
で
あ
ろ
う
か
。
楽
園
の
管
理
・
運
営
と
い
う
仕
事
の
た
め
で
あ

る
な
ら
ば
、
他
に
多
く
の
男
を
造
れ
ば
よ
い
。
矢
内
原
忠
雄
は
『
聖
書
講
義　

創
世
記
』（
角
川
書
店
、
52
─
53
）
に
こ
う
記
す
。

　

 　

神
が
人
の
助た

す
け者
と
し
て
女
を
造
り
給
う
た
の
は
、
人
が
愛
に
於
い
て
孤
独
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
思
ふ
に
神
が
神
の
像す

が
た
に
象か

た
ど
り

て
人
を
創つ

造く

り
給
う
た
と
い
ふ
事
も
、
神
が
人
を
「
愛
」
に
創
造
り
給
う
た
と
い
ふ
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
人
は
己
が
中
に
尽

き
ざ
る
愛
の
衝
動
を
感
じ
、
こ
の
愛
の
泉
を
注
ぎ
尽
す
べ
き
対
象
を
ば
己
の
外
に
求
め
る
。
こ
の
愛
の
対
象
を
見
出
し
て
内
な
る
愛

と
外
な
る
愛
と
が
合
一
す
る
時
、
始
め
て
人
は
「
自
己
」
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
人
が
愛
の
対
象
を
与
へ
ら
れ
ざ
る
限

り
、
人
の
創
造
は
完
成
し
た
と
言
ふ
を
得
な
い
。「
人
に
適
ふ
助
者
」
た
る
者
が
、
土
よ
り
造
ら
れ
た
動
物
で
は
足
ら
ず
、
又
他
の

人
を
以
て
も
足
ら
ず
、
人
そ
の
も
の
の
中
よ
り
取
出
さ
れ
た
女
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
之
が
為
め
で
あ
る
。
女
は
、
本

来
男
の
内
深
く
蔵
さ
れ
た
潜
在
的
な
熱
愛
が
外
に
取
出
さ
れ
て
、
別
個
の
人
格
に
具
象
化
せ
ら
れ
、
客
観
化
せ
ら
れ
た
も
の
に
外
な

ら
な
い
。
こ
の
故
に
男
女
は
二
に
し
て
一
、一
に
し
て
二
、
性
の
創
造
の
意
味
は
神
秘
に
し
て
幽
玄
で
あ
る
。
そ
れ
は
父
な
る
神
と

子
な
る
神
と
の
関
係
に
象か

た
ど
り
て
造
ら
れ
た
る
造
化
の
至
妙
、
創
造
の
完
成
で
あ
る
。



12

道家弘一郎

三
位

一
体

　

人
間
は
神
に
か
た
ど
っ
て
創
造
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
神
→
人
間
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
で
人
間
関
係
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
理
想
的
な
夫
婦
の
関
係
が
神
の
三
位
一
体
に
範
を
仰
ぐ
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
矢
内
原
の
聖
書
注
解

に
示
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
逆
に
ま
た
、
超
越
界
の
こ
と
が
分
か
る
は
ず
も
な
い
人
間
に
、
三
位
一
体
の
神
を
説
明
す
る
手
が
か
り
と
し
て
は
、

彼
が
直
接
に
知
り
う
る
人
間
界
の
消
息
、
夫
婦
の
関
係
を
あ
げ
る
よ
り
ほ
か
に
は
途
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
ベ
ク
ト
ル
は
人

間
→
神
と
逆
転
す
る
。
内
村
鑑
三
は
『
基
督
教
問
答
』「
三
位
一
躰
の
教
義
」
で
、「
ド
ウ
し
て
三
つ
相あ

い

集よ

っ
て
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
出

来
」
る
か
の
説
明
に
、
創
世
記
二
章
24
節
「
人
は
其
父
母
を
離
れ
て
其
妻
に
好あ合
ひ
二
人
一
体
と
な
る
べ
し
」
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち

夫
婦
た
る
者
は
二
個
別
々
の
ペ
ル
ソ
ナ
性
を
有
し
た
る
個
人
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
若
し
其
意
気
相
投
じ
、
熱
望
相
合
す
る
の
場
合
に
於

て
は
二
人
は
実
に
一

4

4

4

4

4

4

躰4

と
成
る
と
の
事
実
、
…
…
二
人
が
一
躰
、
即
ち
一
人
と
な
る
、
而
か
も
一
人
で
は
な
い
二
人
で
あ
る
と
は
数
理

学
か
ら
言
へ
ば
背
理
の
最
も
明
か
な
る
者
で
あ
る
が
、
然
か
し
愛
情
を
有
す
る
人
の
特
性
と
し
て
考
ふ
れ
ば
決
し
て
怪
し
む
に
足
り
ま

せ
ん
（
12
・
57
）。

　

神
か
ら
人
間
を
見
る
場
合
も
、
ま
た
人
間
か
ら
神
を
考
え
る
場
合
も
、
三
位
ま
た
夫
婦
を
一
体
た
ら
し
め
る
も
の
は
「
愛
」
で
あ
っ 

た
。

夫
婦

百
態

　

だ
が
堕
落
後
の
人
間
に
真
の
「
愛
」
が
期
待
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
男
女
の
関
係
は
理
想
の
形
態
か
ら

は
遠
く
隔
っ
た
も
の
と
な
る
。

　

⑴　

男
が
せ
っ
か
く
適
当
な
配
偶
者
を
え
た
と
思
っ
て
結
婚
し
て
も
、
女
が
彼
に
不
運
や
大
失
態
を
も
た
ら
す
、
あ
る
い
は

　

⑵　

い
ち
ば
ん
望
ん
だ
女
は
、
彼
女
が
意
地
っ
ぱ
り
な
ば
か
り
に
結
婚
で
き
ず
、
し
か
も
あ
ろ
う
こ
と
か
自
分
よ
り
遥
か
に
劣
っ
た
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男
と
結
婚
し
て
し
ま
う
、
ま
た

　

⑶　

女
が
愛
を
示
し
て
く
れ
た
の
に
、
女
の
親
た
ち
の
反
対
で
結
婚
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に
は

　

⑷　

こ
れ
ぞ
最
高
と
思
わ
れ
る
女
に
め
ぐ
り
合
っ
た
と
い
う
の
に
、
そ
の
と
き
す
で
に
自
分
は
、
も
う
見
る
の
も
嫌
で
、
恥
と
も
思

う
仇
敵
の
よ
う
な
女
と
結
婚
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

よ
く
も
並
べ
た
て
た
と
思
う
ほ
ど
、
ミ
ル
ト
ン
も
ま
た
し
た
た
か
な
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
り
、『
失
楽
園
』
の
な
か
で
は
珍
ら
し
い
一

節
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

For either

H
e never shall find out fit m

ate, but such 

A
s som

e m
isfortune brings him

, or m
istake; 

O
r w

hom
 he w

ishes m
ost shall seldom

 gain, 

T
hrough her perverseness, but shall see her gained 

By a far w
orse, or, if she love, w

ithheld 

By parents; or his happiest choice too late 

Shall m
eet, already linked and w

edlock-bound 

T
o a fell adversary, his hate or sham

e:

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅹ
. 898-906

　

最
後
の
ケ
ー
ス
⑷
は
、
甥
で
伝
記
作
者
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が
、
ミ
ル
ト
ン
は
妻
メ
ア
リ
ー
・
ポ
ウ
エ
ル
が
去
っ
た
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後
、
ミ
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
深
く
思
い
を
寄
せ
た
、
と
記
し
て
い
る
事
実
を
連
想
せ
ざ
る
を
え
な
い
（A

. W
. V

erity, Paradise Lost  

Books Ⅸ. and  Ⅸ., 131.  B. K
. Lew

alski, The Life of john M
ilton, 184-85

）。

　

こ
の
一
節
に
関
し
て
語
っ
た
矢
内
原
忠
雄
『
土
曜
学
校
講
義
』
か
ら
、
ほ
ん
の
一
部
を
引
用
す
る
。

　

 　

結
婚
と
い
う
も
の
は
非
常
に
む
つ
か
し
い
問
題
で
す
。
…
…
結
婚
は
重
荷
で
あ
り
人
生
の
禍
い
で
あ
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
現
実

的
な
観
察
で
す
。
…
…
私
ど
も
の
ご
く
近
い
と
こ
ろ
で
も
結
婚
し
て
一
カ
月
で
、
し
か
も
そ
れ
は
非
常
に
髙
い
信
仰
的
な
期
待
と
、

信
仰
に
よ
っ
て
家
庭
を
作
る
と
い
う
燃
え
上
っ
た
聖
い
野
心
を
も
っ
て
結
婚
し
た
結
婚
で
あ
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
棲
わ
ず
か
一

カ
月
に
し
て
妻
は
実
家
に
帰
っ
て
夫
の
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
現
に
あ
る
。
こ
れ
は
最
近
、
前
の
週
に
私

の
受
け
た
最
大
の
精
神
的
打
撃
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
結
局
結
婚
問
題
に
頭
を
つ
っ
こ
ん
で
し
ま
う
と
、
む
つ
か
し
さ
の
た
め
に

私
ど
も
は
圧
倒
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

 　

こ
の
問
題
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
救
う
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
。
結
局
こ
の
世
に
お
け
る
結
婚
は
…
…
大
し
た
事
柄
じ
ゃ
な
い
、
私
ど
も

が
人
生
の
第
一
羲
と
し
て
考
え
る
べ
き
事
柄
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
幸
福
な
結
婚
を
し
た
と
か
、
不
幸
な
結
婚
を
し
た
と

か
、
思
っ
た
よ
り
は
良
い
女
房
だ
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
期
待
外
れ
の
化
け
物
で
あ
っ
た
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
で
私
ど
も
が
そ
の
渦

の
中
に
巻
き
こ
ま
れ
て
苦
し
ん
で
い
た
の
で
は
息
を
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
生
は
渦
の
連
続
で
あ
る
し
、
矛
盾
の
か
た
ま
り
で

あ
る
し
、
不
幸
の
集
積
で
も
あ
る
。
そ
の
中
で
現
実
の
結
婚
だ
け
が
幸
福
で
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
幸
福
な
結
婚

を
し
な
け
れ
ば
人
生
が
な
い
と
思
う
な
ら
ば
、
人
生
は
な
い
。
…
…
そ
う
い
う
中
に
あ
っ
て
私
ど
も
が
こ
れ
こ
そ
自
分
の
依
り
頼
み

で
あ
る
と
考
え
る
も
の
は
、
一
切
の
此
の
世
的
な
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
神
の
真
理
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
自
身
、
神
自
身
、
そ

れ
と
自
分
と
の
結
合
。
…
…
神
と
共
に
あ
っ
て
神
と
共
に
あ
る
だ
け
で
い
い
。
そ
の
他
の
自
分
の
具
体
的
な
生
涯
と
か
境
遇
と
か
は
、
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…
…
第
一
羲
的
な
問
題
で
な
い
。
第
一
羲
的
な
問
題
は
、
造
ら
れ
た
る
一
人
の
も
の
と
し
て
神
と
共
に
あ
る
な
ら
ば
、
自
分
に
ぶ
ら

さ
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
妻
は
わ
け
の
わ
か
ら
ん
妻
で
あ
っ
て
も
─
─
ふ
さ
わ
し
く
な
い
妻
で
あ
っ
て
も
い
い
の
だ
。
自
分
は
妻
か

ら
慰
め
を
得
よ
う
と
思
わ
な
い
。
神
自
身
、
神
直
接
に
わ
れ
わ
れ
を
慰
め
て
く
だ
さ
る
（『
土
曜
学
校
講
義
㈩
ミ
ル
ト
ン
楽
園
喪
失
Ⅲ
』

236-

239
）。

　

こ
の
講
義
は
、
終
戦
か
ら
一
年
半
後
の
一
九
四
七
（
昭
22
）
年
二
月
二
日
に
行
な
わ
れ
た
。
矢
内
原
は
一
九
三
七
（
昭
12
）
年
十
二

月
東
大
を
追
わ
れ
た
。
な
か
一
年
お
い
て
、
一
九
三
九
（
昭
14
）
年
一
月
十
四
日
、
土
曜
学
校
を
開
校
す
る
。
毎
週
土
曜
日
午
後
二
時

か
ら
四
時
ま
で
、
定
員
三
〇
名
に
限
り
、
自
由
が
丘
の
自
宅
二
階
で
開
か
れ
、
一
九
四
七
（
昭
22
）
年
五
月
十
八
日
ま
で
続
い
た
。
第

一
回
は
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
『
告
白
』
か
ら
始
ま
り
、『
神
の
国
』、『
三
位
一
体
論
』、『
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
論
争
』
と
続
き
、
つ
い
で
ダ
ン

テ
の
『
神
曲
』
を
読
み
、
そ
れ
を
読
み
お
え
て
ミ
ル
ト
ン
の
『
楽
園
喪
失
』
を
読
み
始
め
た
の
は
一
九
四
五
（
昭
20
）
年
五
月
六
日
で

あ
っ
た
。
終
戦
の
八
月
に
は
三
回
の
休
暇
を
と
っ
て
、
二
六
日
に
は
再
開
し
て
い
る
。
こ
の
講
義
が
そ
う
い
う
最
も
苛
烈
な
情
況
の
な

か
で
、
そ
れ
に
し
て
は
実
に
冷
静
に
続
け
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
対
象
は
彼
を
慕
う
少
数
の
若
者
で
あ
っ
た
。
調ト

ー
ン子
は
お
の
ず
か
ら

決
ま
る
（
日
暮
勝
英
「
土
曜
学
校
と
私
」
土
曜
学
校
講
義
月
報
1
、
お
よ
び
矢
内
原
伊
作
『
矢
内
原
忠
雄
伝
』
略
年
譜
）。

　

さ
て
、
こ
の
夫
婦
百
態
を
並
べ
た
て
る
一
節
の
前
に
、
ミ
ル
ト
ン
は
ア
ダ
ム
を
し
て
イ
ー
ヴ
に
対
し
、
捨
て
ば
ち
な
悪
態
の
か
ぎ
り

を
吐
か
せ
て
い
る
、
天
国
は
男
性
の
天
使
た
ち
で
充
た
さ
れ
た
の
に
、
な
ぜ
最
後
に
こ
ん
な
珍
奇
な
者
を
造
ら
れ
た
の
か
、
天
使
の
よ

う
な
男
性
だ
け
で
こ
の
世
界
を
充
た
す
か
、
も
っ
と
別
の
繁
殖
方
法
を
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
女
と
い
う
性
を
も
つ
者
の

た
め
に
、
今
回
と
い
い
、
今
後
と
い
い
、
な
ん
と
無
数
の
も
め
ご
と
が
お
こ
る
こ
と
か
、
一
本
の
余
分
な
肋
骨
、
ひ
ね
く
れ
て
不
気
味
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に
曲
っ
た
肋
骨
な
ど
打
棄
て
て
お
か
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
も
の
を
（
Ⅹ
884
─
898
）、
と
。

　

Ａ
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
は
、
こ
の
一
節
に
伝
記
的
言
及
よ
り
も
、
ア
ダ
ム
の
予
言
が
遙
か
に
遠
い
未
来
を
見
通
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

べ
き
で
あ
り
、
滑
稽
な
ほ
ど
嘆
き
を
書
き
連
ね
る
の
は
、
ア
ダ
ム
の
絶
望
の
深
さ
を
示
す
が
、
ミ
ル
ト
ン
自
身
の
思
想
で
は
な
い
、
ミ

ル
ト
ン
は
わ
ざ
と
ア
ダ
ム
に
不
埒
な
気
分
と
間
違
っ
た
意
見
を
吐
か
せ
て
い
る
、
と
い
う
。

　

ア
ダ
ム
が
言
い
た
い
放
題
の
こ
と
を
言
い
、
遂
に
は
言
う
こ
と
も
尽
き
は
て
て
沈
黙
し
、
イ
ー
ヴ
か
ら
顔
を
そ
む
け
て
い
る
と
、
こ

こ
で
予
想
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
起
こ
る
。
イ
ー
ヴ
は
夫
の
面
罵
に
反
発
す
る
こ
と
な
く
、
と
め
ど
な
く
溢
れ
る
涙
を
拭
お
う
と
も
せ

ず
、
髪
を
ふ
り
乱
し
た
ま
ま
、
ア
ダ
ム
の
足
も
と
に
身
を
投
げ
出
し
、
そ
の
足
を
両
腕
で
か
き
抱
き
な
が
ら
彼
の
赦
し
を
求
め
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
か
の
最
も
有
名
な
台
詞
（
Ｘ
914-

936
）
を
口
に
す
る
。
初
め
は
私
を
捨
て
な
い
で
く
れ
と
ア
ダ
ム
に
頼
む
が
、
や
が

て
一
切
の
罰
は
張
本
人
で
あ
る
自
分
に
だ
け
下
り
、
ア
ダ
ム
は
赦
さ
れ
る
よ
う
に
と
神
に
哀
願
す
る
。
テ
ィ
リ
ヤ
ー
ド
は
『
失
楽
園
』

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
禁
断
の
実
を
食
べ
る
箇
所
で
は
な
く
、
こ
の
和
解
を
求
め
責
任
を
引
き
う
け
よ
う
と
す
る
箇
所
に
あ
る
、
と
い

う
（E. M

. W
. T

illyard, Studies in M
ilton, p.40

）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Eve,

　
　
　
　
　

N
ot so repulsed, w

ith tears that ceased not flow
ing, 

　
　
　
　
　

A
nd tresses all disordered, at his feet 

　
　
　
　
　

Fell hum
ble, and, em

bracing them
, besought 

　
　
　
　
　

H
is peace, . . .　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅹ
. 909-913
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最
初
の
妻

メ
ア
リ
ー

　

こ
の
イ
ー
ヴ
の
姿
は
、
最
初
の
妻
メ
ア
リ
ー
が
一
六
四
五
年
、
三
年
間
の
別
居
の
後
、
ミ
ル
ト
ン
に
和
解
を
求
め
た
と

き
を
思
わ
せ
る
。
ミ
ル
ト
ン
、
ポ
ウ
エ
ル
両
家
の
関
係
者
の
骨
折
り
も
あ
っ
て
、
ミ
ル
ト
ン
が
親
戚
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ラ
家
を

訪
問
し
た
際
、
別
室
に
待
っ
て
い
た
メ
ア
リ
ー
が
姿
を
現
わ
し
た
の
で
あ
る
。
ミ
ル
ト
ン
は
「
二
度
と
見
る
こ
と
は
な
い

と
思
っ
て
い
た
女
が
、
突
然
、
彼
の
前
に
膝
ま
づ
ぎ
、
へ
り
く
だ
っ
て
赦
し
を
乞
う
の
を
見
て
驚
い
た
。
初
め
は
嫌
悪
と
拒
絶
の
表
情

を
し
た
が
、
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
怒
り
や
復
讐
心
を
い
だ
く
よ
り
は
和
解
を
好
む
生
来
の
寛
容
な
性
質
と
、
両
家
そ
れ
ぞ
れ
の
友
人

の
熱
心
な
執
成
し
に
よ
っ
て
、
過
去
は
忘
れ
、
将
来
の
長
い
和
解
の
約
束
が
実
現
し
た
」
と
甥
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
伝
え
る
（M

asson, 

The Life of John M
ilton, Ⅲ

437;  Lew
alski, The Life of John M

ilton, 185

）。
和
解
後
は
、
彼
女
の
死
に
至
る
ま
で
仲
睦
ま
じ
く
共
に
住
み
、

四
人
の
子
ま
で
な
し
た
の
で
あ
る
（E. A

. J. H
onigm

ann, M
ilton’s Sonnets, 190

）。

　
『
失
楽
園
』の
こ
の
場
面（
一
〇
909
─
936
）に
つ
い
て
、藤
井
武
は「
く
づ
ほ
れ
た
る
エ
バ
の
い
ぢ
ら
し
き
慰
藉
の
辞
。人
類
復
興
の
兆
し
。

叛
き
も
女
性
よ
り
、
和
ぎ
も
亦
女
性
よ
り
」
と
い
い
、
矢
内
原
も
「
こ
れ
が
本
当
に
イ
ヴ
の
も
っ
と
も
美
し
い
態
度
」
だ
と
賛
え
、
か

つ
、
こ
の
背
後
に
、
メ
ア
リ
ー
が
悔
い
て
ミ
ル
ト
ン
の
と
こ
ろ
に
も
ど
り
、
涙
を
流
し
て
あ
や
ま
っ
た
こ
と
、
ミ
ル
ト
ン
も
ま
た
妻
を

赦
し
て
迎
え
た
と
い
う
実
際
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（『
土
曜
学
校
講
義
』
十
240
と
243
）。

clim
ax

   vs 
 crisis

　

と
こ
ろ
で
、
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
に
、
二
人
の
仲
を
執
り
も
つ
仲
立
ち
は
い
な
か
っ
た
。
二
人
は
た
だ
二
人
だ
け
で
和
解
を

実
現
す
る
。
こ
の
和
解
の
場
面
が
『
失
楽
園
』
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
見
な
さ
れ
る
感
動
的
な
場
面
を
構
成
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
メ
ア
リ
ー
・
ポ
ウ
エ
ル
の
功
も
顕
者
だ
っ
た
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
はclim

ax

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た

け
れ
ど
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
語
源
は
「
階
段
」
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
一
段
づ
つ
登
っ
て
到
達
す
る
山
頂
を
指
す
。
修
辞
に
お
い
て
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も
含
意
は
同
じ
で
あ
る
。
と
し
た
ら
、
や
は
り
こ
の
場
面
は
テ
ィ
リ
ヤ
ー
ド
のcrisis

と
い
う
言
葉
の
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
ア
ダ
ム
と

イ
ー
ヴ
は
禁
制
を
犯
し
た
後
、
互
い
に
罪
を
相
手
に
着
せ
あ
い
、
非
難
の
応
酬
は
ま
す
ま
す
激
し
さ
を
増
し
て
続
い
た
。
そ
れ
は
登
る

と
い
う
高
揚
感
よ
り
も
、
一
歩
一
歩
谷
底
に
下
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
感
じ
。
そ
れ
が
あ
の
ア
ダ
ム
の
結
婚
へ
の
呪
詛
、
イ
ー
ヴ
痛
罵
に

よ
っ
て
最
低
点
に
至
り
つ
く
や
、
そ
の
と
き
、
イ
ー
ヴ
は
も
う
口
答
え
は
せ
ず
、
自
己
の
罪
と
責
任
を
認
め
、
そ
れ
が
転
回
点
と
な
る
。

crisis

の
語
源
と
な
る
ギ
リ
シ
ア
語
は
「
分
離
・
決
定
→
転
換
点
」
を
意
味
す
る
。

　

三
十
三
歳
の
厳
格
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
詩
人
と
、
王
党
派
の
家
庭
で
育
っ
た
十
七
歳
の
娘
と
で
は
旨
く
行
く
は
ず
が
な
い
、
も
と
も

と
相
性
が
悪
か
っ
た
の
だ
、
と
思
う
の
が
常
識
で
あ
る
。
だ
が
、
ミ
ル
ト
ン
は
、
妻
の
別
居
（
一
六
四
二
年
夏
）
を
契
機
に
、「
結
婚

と
は
何
か
」
を
考
え
、
翌
年
に
は
『
離
婚
の
教
理
と
規
律
』
を
出
版
し
た
け
れ
ど
、
離
婚
は
し
て
い
な
い
。

　
「
逝
き
し
妻
に
」
と
題
す
る
ソ
ネ
ッ
ト
（M

ethought I saw
 m

y late espoused Saint

）
に
お
い
て
夢
に
み
た
妻
は
二
度
目
の
妻

キ
ャ
ザ
リ
ン
・
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
だ
と
す
る
通
説
に
対
し
、
Ｗ
・
Ｒ
・
パ
ー
カ
ー
や
Ｊ
・
Ｔ
・
シ
ョ
ー
ク
ロ
ス
は
、
最
初
の
妻
メ
ア
リ
ー
・

ポ
ウ
エ
ル
だ
と
考
え
る
（E. A

. J. H
onigm

ann, M
ilton’s Sonnets, 190

）。
キ
ャ
ザ
リ
ン
と
の
結
婚
は
失
明
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
顔
は
想
像
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
は
ず
だ
。
生
き
生
き
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
メ
ア
リ
ー
だ
け
で
あ
る
。
と
す
れ
ば

『
失
楽
園
』
第
四
巻
に
描
か
れ
る
イ
ー
ヴ
の
イ
メ
ー
ジ
に
揺
曳
す
る
の
は
、
若
き
日
の
、
恋
に
落
ち
た
メ
ア
リ
ー
の
姿
で
あ
ろ
う
。

ア
ダ
ム

　

と
イ
ー
ヴ

　
『
失
楽
園
』
の
読
者
の
前
に
最
初
に
示
さ
れ
る
人
間
の
姿
は
、
セ
イ
タ
ン
の
羨
望
の
眼
を
通
す
ゆ
え
に
か
殊
の
外
美
し
い
。

ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
は
直
立
し
て
、
丈
高
く
、
威
厳
に
み
ち
て
「
万
物
の
王
者
（lords of all, Ⅳ

. 290

）」
に
ふ
さ
わ
し
い
。

そ
の
神
々
し
い
顔
に
は
創
造
主
の
栄
光
が
輝
い
て
い
る
。
だ
が
、二
人
は
等
し
く
は
な
い
。
ア
ダ
ム
は
冥
想
と
勇
気
の
た
め
、

彼
は
た
だ
神
の
た
め
に
の
み
、
イ
ー
ヴ
は
柔
和
と
甘
く
魅
力
的
な
優
美
の
た
め
、
ア
ダ
ム
の
内
な
る
神
の
た
め
に
造
ら
れ
て
い
た
。
彼
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の
美
し
い
広
い
額
と
、高
く
天
を
仰
ぐ
眼
は
「
絶
対
的
な
支
配
（A

bsolute rule, Ⅳ
. 301

）」
を
示
し
、ヒ
ア
シ
ン
ス
色
の
捲
毛
は
房
々

と
垂
れ
る
が
広
い
肩
の
下
ま
で
は
延
び
て
い
な
い
。
そ
れ
に
引
き
か
え
、
イ
ー
ヴ
の
長
い
髪
は
葡
萄
の
蔓
の
よ
う
に
豊
か
な
捲
毛
と
な 

っ
て
ゆ
る
や
か
に
波
う
ち
、
細
っ
そ
り
し
た
腰
の
あ
た
り
ま
で
垂
れ
下
が
っ
て
い
た
。
そ
の
長
い
髪
は
服
従
を
意
味
す
る
と
い
う
。
そ

れ
は
何
故
か
。
コ
リ
ン
ト
前
書
十
一
章
2
─
16
節
、
パ
ウ
ロ
が
コ
リ
ン
ト
教
会
に
与
え
た
「
礼
拝
で
の
か
ぶ
り
物
」
に
つ
い
て
の
指
示

に
よ
る
。「
男
は
神
の
姿
と
栄
光
を
映
す
者
」
で
あ
る
か
ら
頭
に
物
を
か
ぶ
る
べ
き
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
「
男
は
長
い
髪
が
恥
で

あ
る
」。
そ
れ
に
対
し
、「
女
は
男
の
栄
光
を
映
す
者
」
で
あ
る
。「
女
は
男
か
ら
出
て
来
た
の
だ
し
、
…
…
男
の
た
め
に
造
ら
れ
た
の

だ
か
ら
」、
女
は
頭
に
（
彼
女
が
依
存
す
る
）
権
威
の
印
を
か
ぶ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
「
長
い
髪
は
、
か
ぶ
り
物
の
代
わ
り
に
女

に
与
え
ら
れ
て
い
る
」
も
の
で
、「
女
は
長
い
髪
が
誉
れ
と
な
る
」。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
一
節
は
、
神
か
ら
キ
リ
ス
ト
へ
、
キ
リ
ス
ト

か
ら
男
へ
、
そ
し
て
男
か
ら
女
へ
と
続
く
秩
序
を
説
く
箇
所
で
あ
る
。

　

い
ま
「
権
威
の
印
」（
聖
書
教
会
口
語
訳
）
と
い
う
訳
を
採
っ
た
が
、新
共
同
訳
は
「
力
」
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
語
原
文
はέξουσ́ια

、

ウ
ル
ガ
タ
訳
ラ
テ
ン
語
はpotestas

で
、
欽
定
英
訳
はpow

er

、
独
訳
はM

acht

、
仏
訳
はautorité

で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
語
は
力
、

権
威
、
権
力
、
主
権
、
支
配
、
影
響
力
等
を
意
味
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
て
長
い
髪
は
女
が
男
の
支
配
に
服
す
べ
き
者
で
あ

る
こ
と
の
印
と
な
る
。

イ
ー
ヴ

の
魅
力
　

こ
う
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
、
イ
ー
ヴ
の
「
服
従
（subjection

）」
は
描
か
れ
る
。
け
だ
し
『
失
楽
園
』
全
篇
の

な
か
で
最
も
心
惹
か
れ
る
一
節
で
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
イ
ー
ヴ
の
初
々
し
い
女
ら
し
さ
が
表
現
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　

 Subjection, but required w
ith gentle sw

ay, 
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A
nd by her yielded, by him

 best received, 
　
　
　
　
　
　

Y
ielded w

ith coy subm
ission, m

odest pride, 

　
　
　
　
　
　

A
nd sw

eet, reluctant, am
orous delay,　

　
　
　
　
　

Ⅳ
. 308-311.

　
　
　
　
　
　

従
う
と
は
い
え
、
彼
が
穏
や
か
に
主
権
を
揮
っ
て
求
め
れ
ば
こ
そ

　
　
　
　
　
　

許
す
も
の
の
、
恥
ず
か
し
げ
に
慎
ま
し
く
、
淑
や
か
な
な
か
に
も
凜
と
し
て

　
　
　
　
　
　

優
し
く
、
ふ
と
抗あ

ら
が
う
よ
う
な
、
艶な

ま

め
か
し
い
躊た

め
ら躇
い
を
見
せ
つ
つ
許
す
と
き

　
　
　
　
　
　

彼
に
は
最
も
快
く
歓
び
迎
え
ら
れ
る

　

二
人
が
す
っ
く
と
立
ち
あ
が
っ
た
姿
か
ら
髪
型
ま
で
（
四
288
─
307
）
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
本
性
の
描
写
で
あ
る
が
、
こ
の
四
行
は

性
の
交
わ
り
に
至
る
過
程
で
あ
る
。
次
の
行
に
「
神
秘
に
つ
つ
ま
れ
た
部
分
（those m

ysterious parts, IV
. 312

）」
が
言
及
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
分
か
る
。
イ
ー
ヴ
のsubjection
、subm

ission

も
、そ
れ
ぞ
れ
の
語
源
は［sub + jacere to throw

, cast

］、［sub 

+ m
ittere to send, put

］
で
あ
る
。「
下
に
わ
が
身
を
投
ず
る
」、「
下
に
わ
が
身
を
置
く
」
と
い
う
意
味
を
響
か
せ
な
が
ら
、
ア
ダ
ム

のA
bsolute rule

、sw
ay

と
対
比
さ
れ
る
。
ア
ダ
ム
のhis shoulders broad, IV

. 303

の
一
行
下
、
つ
ま
り
そ
の
真
下
に
イ
ー
ヴ

のthe slender w
aist, IV

. 304

が
来
て
い
る
。subjection
が
「
制
圧
」、subm

ission

が
「
降
伏
」、yield

が
「
明
け
渡
す
、
放

棄
す
る
」
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
男
女
の
交
渉
が
「
戦
い
」
に
近
い
軍
事
的
「
駆
け
引
き
」
の
要
素
を
含
ん
で
い

る
こ
と
は
隠
せ
な
い
。
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読解『失楽園』（四）
　
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』
に
は
、

　
　
　
　

coy : 2. N
ot dem

onstrative; shyly reserved or retiring. 

　
　
　
　
　
　

 b. of actions, behaviour, looks, etc.

　
　
　
　

subm
ission : 2. a, T

he condition of being subm
issive, yielding, or deferential; subm

issive or deferential  

　
　
　
　
　

conduct, attitude, or bearing; deference; †
 occas. hum

iliation, abasem
ent. arch.

　
　
　
　

m
odest : 3. O

f w
om

en, their attributes and behaviour: Governed by the proprieties of the sex;  

　
　
　
　
　

 decorous in m
anner and conduct; not forw

ard, im
pudent, or lew

d; ‘sham
efast’. H

ence (in later use 

also of m
en), scrupulously chaste in feeling, language, and conduct; shrinking from

 coarse or im
pure 

suggestion.

　O
ED

に
は
こ
の
よ
う
な
語
釈
の
も
と
に
、
わ
ず
か
一
行
の
な
か
か
ら
三
語
が
用
例
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

Y
ielded w

ith coy subm
ission, m

odest pride, 

　
　
　
　
　
　

A
nd sw

eet, reluctant, am
orous delay.　

　
　
　
　

Ⅳ
. 310-311.
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こ
の
二
行
に
関
し
、
矢
内
原
は
「
非
常
に
有
名
な
と
こ
ろ
で
…
…
調
子
も
大
変
い
い
し
、m

odest pride

と
かam

orous delay
と
い
う
言
葉
は
、
本
当
に
言
葉
そ
の
も
の
に
魅
せ
ら
れ
る
よ
う
な
美
し
い
言
葉
で
す
。
あ
る
文
学
者
は
自
分
の
詩
人
の
生
涯
に
お
い
て

こ
う
い
う
二
行
を
書
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
他
の
仕
事
は
何
も
し
な
く
て
も
い
い
と
言
っ
て
激
賞
し
た
ほ
ど
有
名
な
言
葉
で
す
。
正
し

い
女
性
の
男
性
に
対
す
る
服
従
の
も
っ
と
も
美
し
い
描
写
で
す
」
と
言
っ
て
い
る
（『
土
曜
学
校
講
義
八
』
481
）。

　

あ
る
文
学
者
と
はW

alter Savage Landor

（1775-1864

）
で
あ
ろ
う
。
彼
の‘Southey and Landor’

（1846

）
に
は
「
私

は
ミ
ル
ト
ン
以
降
全
世
界
で
書
か
れ
た
ど
ん
な
詩
よ
り
も
、
こ
ん
な
二
行
が
書
き
た
か
っ
た
」I w

ould rather have w
ritten 

these tw
o lines than all the poetry that has been w

ritten since M
ilton’s tim

e in all the regions of the earth.

と
あ

る
（Im

aginary C
onversations, in Landor, W

orks Ⅱ
. 64. cited in Le Com

te, M
ilton and Sex, 91.  Jam

es T
horpe, M

ilton 

C
riticism, 368-369

）。

　

こ
の
二
行
を
含
む
こ
の
一
節
の
ミ
ル
ト
ン
の
描
写
は
実
に
巧
み
で
あ
る
。
長
い
髪
は
「
気
ま
ぐ
れ
な
（w

anton

）」
捲
毛
と
な
っ
て

波
う
っ
て
い
る
が
「
服
従
（subjection

）」
を
示
し
て
い
る
。
ア
ダ
ム
も
「
力
（sw

ay

）」
を
も
っ
て
要
求
す
る
が
、
権
柄
づ
く
で
は

な
く
て
「
優
し
い
（gentle

）」。
イ
ー
ヴ
の
「
内
気
さ
（coy

）」
も
ア
ダ
ム
を
辟
易
さ
せ
た
り
、て
こ
ず
ら
せ
た
り
す
る
ほ
ど
で
は
な
く
、

み
ず
か
ら
「
素
直
に
従
う
（subm

ission

）」。「
誇
り
（pride

）」
は
髙
い
が
女
ら
し
く
「
慎
ま
し
い
（m

odest

）」。「
気
乗
り
し
な
い

（reluctant

）」
か
に
一
拍
遅
れ
て
「
た
め
ら
う
（delay

）」
が
、「
甘
い
（sw

eet

）」「
恋
心
に
溢
れ
て
い
る
（am

orous

）」（Burden, 

The Logical Epic, 47

）。
一
瞬
見
せ
る
イ
ー
ヴ
の
は
に
か
ん
だ
気
遅
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ア
ダ
ム
の
欲
望
は
い
っ
そ
う
掻
き
立
て
ら
れ

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ア
ダ
ム
自
身
が
自
覚
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
彼
は
天
使
ラ
フ
ァ
エ
ル
に
語
る
、「
彼
女
の
無
垢
、
乙
女
ら
し

い
は
に
か
み
、
目
立
た
ず
出
し
ゃ
ば
ら
ず
控
え
目
で
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
い
っ
そ
う
望
ま
し
く
思
わ
れ
る
彼
女
の
美
徳
、
求
愛
さ
れ

た
い
、
求
め
ら
れ
な
い
の
な
ら
渡
し
た
く
な
い
自
分
の
価
値
へ
の
思
い
、　

─
─
要
す
る
に
罪
の
思
い
の
少
し
も
な
い
自
然
の
情
が
働
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読解『失楽園』（四）

い
て
、
私
を
見
る
と
逃
げ
た
の
で
す
」。

　
　
　
　
　
　
　
　

. . . innocence and virgin m
odesty, 

　
　
　
　
　
　
　
　

H
er virtue and the conscience of her w

orth, 

　
　
　
　
　
　
　
　

T
hat w

ould be w
ooed, and not unsought be w

on, 

　
　
　
　
　
　
　
　

N
ot obvious, not obtrusive, but retired, 

　
　
　
　
　
　
　
　

T
he m

ore desirable 

─
─ or, to say all, 

　
　
　
　
　
　
　
　

N
ature herself, though pure of sinful thought 

─
─  

　
　
　
　
　
　
　
　

W
rought in her so, that, seeing m

e, she turned ; . . . 　
　
　
　

Ⅷ
. 501-507.

Fallen
Sexuality

　

こ
れ
と
対
照
的
な
の
は
堕
落
後
の
二
人
で
あ
る
。
偽
り
の
果
実
は
二
人
の
心
に
肉
欲
を
燃
え
あ
が
ら
せ
、
ア
ダ
ム
が
イ 

ー
ヴ
に
淫
ら
な
視
線
を
投
げ
か
け
れ
ば
、
イ
ー
ヴ
も
ま
た
同
じ
く
浮
気
に
彼
に
こ
た
え
、
二
人
は
情
欲
に
燃
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

that false fruit

　
　
　
　
　
　
　
　

・　

・　

・　

・　

・　

・

　
　
　
　
　
　
　
　

Carnal desire inflam
ing: he on Eve 

　
　
　
　
　
　
　
　

Began to cast lascivious eyes; she him
 

　
　
　
　
　
　
　
　

A
s w

antonly repaid; in lust they burn, . . . 　
　
　

Ⅸ
. 1011-1015.
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ア
ダ
ム
は
イ
ー
ヴ
に
、「
初
め
て
お
前
を
見
て
結
ば
れ
て
以
来
、
こ
ん
な
に
完
璧
な
ま
で
に
輝
く
お
前
の
美
し
さ
が
、
お
前
を
楽
し

み
た
い
と
い
う
熱
い
欲
望
を
燃
え
上
ら
せ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」

　
　
　
　
　
　

never did thy beauty, since the day

　
　
　
　
　

I saw
 thee first and w

edded thee, adorned 

　
　
　
　
　

W
ith all perfections, so inflam

e m
y sense 

　
　
　
　
　

W
ith ardour to enjoy thee, fairer now

 

　
　
　
　
　

T
han ever

─
─.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅸ
. 1029-1033.

と
語
っ
て
、「
情
事
を
意
図
す
る
視
線
と
愛
撫
の
手
を
差
し
出
す
と
、
イ
ー
ヴ
ま
た
よ
く
そ
れ
を
心
得
、
燃
え
移
っ
た
火
の
よ
う
な
流

し
目
を
返
し
た
」。

　
　
　
　
　
　
　
　

he . . . forbore not glance or toy

　
　
　
　
　

O
f am

orous intent, w
ell understood

　
　
　
　
　

O
f Eve, w

hose eye darted contagious fire,　
　
　

Ⅸ
. 1034-1036.

　

彼
は
彼
女
の
手
を
と
り
、
頭
上
髙
く
鬱
蒼
と
緑
に
覆
わ
れ
た
木
陰
の
台
地
に
、「
こ
れ
ま
た
ま
ん
ざ
ら
嫌
で
も
な
さ
そ
う
な
彼
女
を

連
れ
て
い
っ
た
」。
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読解『失楽園』（四）
　
　
　
　
　

H
e led her, nothing loth.　

　
　

Ⅸ
. 1039.

　

彼
ら
は
、
美
し
い
草
花
の
群
が
り
咲
く
大
地
の
膝
を
褥
と
し
て
、
心
ゆ
く
ば
か
り
歓
楽
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
た
。
そ
れ
は
二
人
の
咎

の
証
し
で
あ
り
、
罪
の
慰
め
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
、
肉
の
甘
い
戯
れ
に
疲
れ
果
て
、
快
い
眠
り
に
襲
わ
れ
た
。

　
（
私
が
舌
を
巻
い
た
の
は
、nothing loth

に
つ
け
た
繁
野
天
来
の
翻
訳
で
あ
る
。「
稲
舟
の
否
に
は
あ
ら
ぬ
」
と
い
う
。
お
そ
ら

く
新
内
節
か
ら
借
り
た
と
思
わ
れ
る
が
、
も
と
は
古
今
集
東
歌1092

「
最
上
川
の
ぼ
れ
ば
く
だ
る
稲
舟
の
否
に
は
あ
ら
ず
こ
の
月

ば
か
り
」
に
溯
り
、「
稲
舟
の
」
は
「
い
な
」
を
引
出
す
序
詞
で
あ
る
。）

　

注
目
す
べ
き
は
堕
落
後
の
イ
ー
ヴ
の
こ
の
変
り
よ
う
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
二
人
が
互
に
犯
し
た
咎
の
証
し
（of their m

utual guilt 

the seal, Ⅸ
. 1043

）」
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
ま
だ
人
目
を
憚
る
必
要
も
な
か
っ
た
か
ら
、
思
い
き
り
「
愛
欲
に
燃
え
た
（in lust they 

burn, Ⅸ
. 1015

）」「
偽
り
の
果
実
」
の
効
果
は
、
蛇
の
教
え
た
の
と
は
「
全
く
別
な
作
用
を
ま
ず
最
初
に
ひ
き
お
こ
し
た
。
そ
れ
は

燃
え
さ
か
る
肉
欲
を
焚
き
つ
け
た
の
で
あ
る
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

But that false fruit

　
　
　
　
　
　

Far other operation first displayed,

　
　
　
　
　
　

Carnal desire inflam
ing: . . .　

　
　
　
　
　

Ⅸ
. 1011-1013.

罪
の
結
果
はCarnal desire,  lust

に
燃
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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unfallen
sexuality

　

で
は
、
罪
を
犯
す
前
の
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
再
び
第
四
巻
に
立
ち
戻
っ
て
み
よ
う
。
性
欲
を
恥
と
感

じ
る
の
は
、原
罪
の
結
果
が
先
ず
肉
欲
昂
進
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。恥
は
罪
の
結
果
の
産
物
で
あ
る
か
ら
、「
罪

か
ら
生
ま
れ
た
不
純
な
羞
恥
、
不
面
目
な
る
面
目
（D

ishonest sham
e/

…, honour dishonourable, / Sin-bred, Ⅳ
. 

313-315.
）」
と
い
う
表
現
は
、
ま
こ
と
に
至
当
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
堕
落
以
前
は
、
今
日
で
は
隠
す
「
あ
の
神
秘
な
部
分
も
、
ま

だ
こ
の
時
に
は
隠
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（N

or those m
ysterious parts w

ere then concealed, Ⅳ
. 312.

）」
の
で
あ
る
。

　

彼
ら
は
心
に
一
点
の
邪
心
も
な
か
っ
た
か
ら
、
神
や
天
使
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
少
し
も
憚
る
こ
と
な
く
、
裸
の
ま
ま
手
に
手
を
と
っ

て
歩
い
て
い
た
。
二
人
は
こ
の
後
に
生
ま
れ
た
い
か
な
る
男
女
よ
り
も
眉
目
秀
麗
、
容
姿
端
正
な
美
男
美
女
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

A
dam

 the goodliest m
an of m

en since born

　
　
　
　
　

H
is sons, the fairest of her daughters Eve.　

　
　

Ⅳ
. 323-324.

　

住
居
も
食
事
も
楽
園
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の
な
か
で
、
二
人
は
「
優
し
く
語
り
合
い
、
親
し
げ
に
微
笑
み
合
う
の
は
勿
論
の
こ
と
、

他
人
の
眼
を
憚
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
、
幸
福
な
夫
婦
の
縁
に
結
ば
れ
た
一
組
の
美
し
い
男
女
に
ふ
さ
わ
し
く
、
心
ゆ
く
ま
で
若
さ

に
溢
れ
る
愛
撫
に
打
ち
興
じ
も
し
た
」（
四 

337
─
340
）。

　

先
に
は
ア
ダ
ム
が
、
初う

心ぶ

な
処
女
イ
ー
ヴ
の
手
を
と
っ
て
引
き
寄
せ
た
が
、
次
の
光
景
は
成
熟
し
た
イ
ー
ヴ
の
方
か
ら
進
ん
で
ア

ダ
ム
に
寄
り
か
か
る
姿
だ
。
彼
と
の
「
柔
ら
か
な
抱
擁
（soft em

braces, Ⅳ
. 471

）」
の
記
憶
に
点
火
さ
れ
た
イ
ー
ヴ
の
「
目
差
は
、

決
し
て
咎
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
妻
の
媚
、
夫
に
す
べ
て
を
任
す
優
し
さ
」
を
浮
か
べ
て
、「
半
ば
抱
く
よ
う
に
人
類
の
父
な
る
ア
ダ
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読解『失楽園』（四）

ム
に
寄
り
添
っ
た
。
ふ
さ
ふ
さ
と
豊
か
に
垂
れ
る
金
髪
の
下
に
隠
れ
て
、
豊
か
に
脹
ら
む
彼
女
の
乳
房
は
裸
わ
に
彼
の
胸
と
半
ば
接
し

た
。
彼
女
の
美
し
さ
と
、
黙
っ
て
身
を
委
ね
る
魅
力
を
歓
ぶ
彼
は
、
優
者
の
愛
を
も
っ
て
頰
笑
む
、
か
つ
て
五
月
の
雨
を
降
ら
す
雲
を

朶
ま
す
と
き
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
が
ジ
ュ
ー
ノ
ウ
に
頰
笑
ん
だ
ご
と
く
。
ア
ダ
ム
は
妻
イ
ー
ヴ
の
唇
に
唇
を
押
し
あ
て
、
清
ら
か
な
接
吻
を

繰
返
し
た
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

our general m
other, . . . w

ith eyes

　
　
　
　
　
　

O
f conjugal attraction unreproved, 

　
　
　
　
　
　

A
nd m

eek surrender, half-em
bracing leaned 

　
　
　
　
　
　

O
n our first father; half her sw

elling breast 

　
　
　
　
　
　

N
aked m

et his, under the flow
ing gold 

　
　
　
　
　
　

O
f her loose tresses hid.  H

e, in delight 

　
　
　
　
　
　

Both of her beauty and subm
issive charm

s, 

　
　
　
　
　
　

Sm
iled w

ith superior love, as Jupiter 

　
　
　
　
　
　

O
n Juno sm

iles w
hen he im

pregns the clouds 

　
　
　
　
　
　

T
hat shed M

ay flow
ers, and pressed her m

atron lip 

　
　
　
　
　
　

W
ith kisses pure.　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅳ
. 492-502

　

そ
れ
を
見
て
羨
む
セ
イ
タ
ン
の
言
葉
は
巧
み
だ
。
舌
打
ち
が
聞
こ
え
て
く
る
、
今
に
見
て
お
れ
‼
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Sight hateful, sight torm
enting

!  thus these tw
o, 

　
　
　
　
　
　

Im
paradised in one another’s arm

s, 

　
　
　
　
　
　

T
he happier Eden, shall enjoy their fill 

　
　
　
　
　
　

O
f bliss on bliss; . . . 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅳ
. 505-508.

　
「
見
る
だ
に
憎
た
ら
し
く
、
悩
ま
し
い
眺
め
だ
！　

二
人
は
お
互
い
の
腕
に
抱
か
れ
て
、
エ
デ
ン
に
ま
さ
る
幸
わ
せ
な
楽
園
の
な
か
。

し
ば
ら
く
は
至
福
の
上
に
至
福
の
時
を
満
喫
さ
せ
て
や
ろ
う
。」

　

し
か
し
こ
れ
は
や
が
て
失
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
楽
園
に
す
ぎ
な
い
。
セ
イ
タ
ン
の
言
う
と
お
り
、「
今
は
ま
だ
幸
福
な
夫
婦
よ
！

　

生い
の
ち命
あ
る
か
ぎ
り
生
き
て
、
束
の
間
の
悦
楽
を
楽
し
む
が
よ
い
、
や
が
て
長
い
苦
し
み
が
続
く
の
だ
か
ら
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Live w
hile ye m

ay,

　
　
　
　
　
　

Y
et happy pair; enjoy, . . . 

　
　
　
　
　
　

Short pleasures; for long w
oes are to succeed.　

　
　

Ⅳ
. 533-535.

　

一
日
の
仕
事
が
終
り
、
夕
べ
の
祈
り
を
捧
げ
る
と
、
二
人
は
四あ

ず

阿ま
や

の
奥
に
入
り
、
並
ん
で
横
た
わ
っ
た
。
ア
ダ
ム
が
美
し
い
イ
ー
ヴ

か
ら
背
を
向
け
る
こ
と
も
、
イ
ー
ヴ
が
「
夫
婦
愛
の
秘
儀
（the rites / M

ysterious of connubial love, Ⅳ
. 742-743

）」
を
拒
む

こ
と
も
な
か
っ
た
。
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読解『失楽園』（四）
　
　
　
　
　
　

H
ail, w

edded Love, m
ysterious law

, true source

　
　
　
　
　
　

O
f hum

an offspring, . . .　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅳ
. 750-751

「
栄
あ
れ
、
結
婚
愛
よ
、
神
秘
な
る
法
則
、
人
類
繁
栄
の
真
の
根
源
」
と
称
え
ら
れ
る
。「
親
密
な
血
縁
関
係
、
父
と
子
と
兄
弟
の
す
べ

て
の
情
愛
（Relations dear, and all the charitiees / O

f father, son, and brother, Ⅳ
. 756-757

）」’

「
一
家
団
欒
の
楽
し
み

（dom
estic sw

eets, Ⅳ
. 760

）」’ 

す
べ
て
は
結
婚
愛
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
夫
婦
の
肉
体
的
結
合
は 

「
清
浄
無
垢
（undefiled and chaste, Ⅳ

. 761.

）」
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
引
き
か
え
ミ
ル
ト
ン
が
嫌
悪
し
た
も
の
は
、「
愛
も
歓
び
も
、
親
し
み
も
な
い
、
金
で
買
わ
れ
た
娼
婦
の
微
笑
、
一ひ

と

時と
き

の
浮

気
や
、
宮
廷
の
恋
愛
沙
汰
、
男
女
入
り
ま
じ
っ
て
の
舞
踏
、
淫
ら
な
仮マ

面ス

劇ク

、
深
夜
の
舞
踏
会
、
傲
慢
な
美
女
に
恋
に
や
つ
れ
た
男
が

歌
う
小セ

レ
ナ
ー
ト

夜
曲
」（
四 

765
─
770
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
堕
落
を
境
に
し
て
、
男
女
の
性
関
係
が
ど
う
変
っ
た
か
を
見
て
き
た
。
そ
れ
で
は
ア
ダ
ム
の
い
わ
ゆ
るuxoriousness

（
妻サ

イ

ノ
ロ
ジ
ー
）
に
対
し
、理
想
的
な
性
関
係
が
ど
う
い
う
も
の
か
、天
使
ラ
フ
ァ
エ
ル
が
ア
ダ
ム
に
論
す
言
葉
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ラ
フ
ァ
エ
ル

の
忠
告

　
「
イ
ー
ヴ
の
外
面
は
確
か
に
美
し
く
、
お
前
の
愛
撫
と
尊
重
と
愛
情
と
を
受
け
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
お

前
は
そ
れ
に
隷
属
し
て
は
な
ら
な
い
。
自
分
と
彼
女
と
の
重
み
を
比
べ
て
み
て
、
そ
の
上
で
評
価
す
る
が
よ
い
。
義
と

正
と
に
基
づ
き
、
よ
く
自
制
さ
れ
た
自
己
評
価
ほ
ど
有
益
な
も
の
は
な
い
。」
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O
f-tim

es nothing profits m
ore

　
　
　
　
　
　

T
han self-esteem

, grounded on just and right, 

　
　
　
　
　
　

W
ell m

anaged; . . . 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅷ
. 571-573.

　

right

はO
ED

に
こ
の
箇
所
が
引
用
さ
れ
、

　
　

3. a. T
hat w

hich is constant w
ith equity or the light of nature: that w

hich is m
orally just or due.

　

と
あ
る
。「
自
然
の
光
」
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
・
人
間
・
水
平
の
次
元
で
の
善
・
正
し
さ
を
意
味
す
る
。
そ
れ
と

の
対
比
でjust

は
超
自
然
・
神
・
垂
直
の
次
元
で
の
義
を
意
味
す
る
と
思
う
。Lockw

ood

は
、just

はjustice

（
因
み
にjustify

はto show
 the justice of

）、right

はrightness
と
し
て
い
る
（righteousness

で
は
な
い
）

そ
の
よ
う
な
能
力
を
お
前
が
身
に
つ
け
れ
ば
つ
け
る
ほ
ど
彼
女
は
お
前
を
頭か

し
ら
と
認
め
、
そ
の
外
面
の
す
べ
て
を
あ
げ
て
、
お
前
の
内
面

に
あ
る
も
の
の
た
め
に
仕
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
彼
女
は
お
前
を
喜
ば
せ
る
た
め
、
い
っ
そ
う
美
し
く
装
い
、
お
前
の
心
に
深
く

彼
女
を
崇
め
る
気
持
ち
を
呼
び
お
こ
す
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
お
前
は
当
然
に
も
、
一
途
に
心
を
こ
め
て
妻
を
愛
す
る
よ
う
に
な
る
は

ず
だ
。
何
し
ろ
彼
女
は
、
お
前
が
少
し
も
賢
く
は
見
え
な
い
と
き
を
知
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
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読解『失楽園』（四）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

of that skill the m
ore thou know

’st,
　
　
　
　
　
　

T
he m

ore she w
ill acknow

ledge thee her head, 

　
　
　
　
　
　

A
nd to realities yield all her show

s: 

　
　
　
　
　
　

M
ade so adorn for thy delight the m

ore, 

　
　
　
　
　
　

So aw
ful, that w

ith honour thou m
ay’st love 

　
　
　
　
　
　

T
hy m

ate, w
ho sees w

hen thou art seen least w
ise.　

　
　
　
　

Ⅷ
. 573-578.

skill : 6. a. Capability of accom
plishing som

ething w
ith precision and certainty; . . .

adorn : A
dorned, ornate.　

  O
ED
の
引
例
は
こ
の
箇
所
の
み
。

aw
ful : 2. W

orthy of, or com
m

anding, profound respect or reverential fear.

　
　
　

3. Solem
nly im

pressive ; sublim
ely m

ajestic.

honour : （Lockw
ood

）nice sense of and strict allegiance to w
hat is right or due.

　

最
後
の
一
行  T

hy m
ate, w

ho sees w
hen thou art seen least w

ise.  
が
何
を
意
味
す
る
か
は
分
か
り
に
く
い
。

　

従
来
の
邦
訳
は
い
ず
れ
も
、
ア
ダ
ム
が
失へ

敗ま

を
す
る
か
愚
行
を
演
ず
る
か
の
よ
う
な
解
釈
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
こ
に
一
組
、
世
の
常



32

道家弘一郎

の
愚
夫
賢
妻
の
誕
生
と
な
る
が
、
い
さ
さ
か
唐
突
な
感
じ
が
す
る
。
か
つ
失
敗
や
愚
行
は
第
三
者
の
存
在
、
そ
れ
と
の
比
較
を
想
定
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
人
間
は
ま
だ
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。
か
り
に
今
後
、
第
三
者
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、

そ
れ
は
二
人
の
子
か
孫
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
子
や
孫
と
比
較
し
て
賢
愚
を
比
べ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
第
三

者
は
介
在
し
な
い
。

　

な
に
よ
り
も
ラ
フ
ァ
エ
ル
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
警
告
を
う
け
た
理
由
は
、
直
前
の
ア
ダ
ム
の
科
白
に
あ
る
。「
彼
女
の
美
し
さ
に
接

す
る
と
、
彼
女
は
完
全
無
欠
で
本
来
自お

の
ず
から
完
成
さ
れ
た
者
、
そ
れ
ゆ
え
自
分
の
本
質
を
よ
く
知
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
為
そ
う
と

す
る
こ
と
、
言
お
う
と
す
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
上
な
く
賢
く
、
正
し
く
、
分
別
に
富
み
、
最
善
な
る
も
の
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

ど
ん
な
髙
尚
な
「
知
識
」
も
彼
女
の
前
で
は
格
を
落
と
し
、
ど
ん
な
「
知
恵
」
も
彼
女
と
話
し
て
い
る
と
顔
色
を
失
い
、「
愚
鈍
」
の

よ
う
に
見
え
ま
す
」（
八 

546
─
553
）。

　
　
　
　
　
　

A
ll higher K

now
ledge in her presence falls 

　
　
　
　
　
　

D
egraded; W

isdom
 in discourse w

ith her 

　
　
　
　
　
　

Loses discountenanced, and like Folly show
s; . . . 　

　
　

Ⅷ
. 551-553.

　

イ
ー
ヴ
の
「
同
席
」
や
、
そ
の
「
会
話
」
だ
け
で
、
ア
ダ
ム
の
「
知
識
」
も
「
知
恵
」
も
こ
れ
ほ
ど
形
無
し
で
、
こ
れ
ほ
ど
「
愚
鈍
」

に
変
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
極
ま
る
と
き
は
「
夫
婦
愛
の
秘
儀
（the rites / M

ysterious of connubial love, Ⅳ
. 742-743

）」
に

臨
ん
だ
と
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、「
お
前
が
少
し
も
賢
く
は
見
え
な
い
と
き
（w

hen thou art seen least w
ise, Ⅷ

. 578

）」
と

は
夫
婦
の
秘
事
（
或
は
秘
時
）
の
婉
曲
的
表
現
と
思
わ
れ
る
（
ま
た
、
ど
の
翻
訳
も
こ
の
節
を
副
詞
節
と
と
っ
て
い
る
が
、
い
っ
そ
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名
詞
節
と
と
っ
てsees

の
目
的
と
見
る
方
が
よ
い
。
ま
た
こ
こ
に
は
ア
ダ
ム
のuxoriousness

に
対
す
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
揶
揄
の

ト
ー
ン
も
聞
こ
え
る
）。
さ
れ
ば
こ
そ
次
行
は
直
ち
に
、人
類
繁
殖
の
た
め
に
は
必
要
な
「
肌
の
触
れ
合
い
（the sense of touch, Ⅷ

. 

579
）」
が
話
題
に
上
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
も
矢
内
原
忠
雄
の
解
説
が
面
白
い
（『
土
曜
学
校
講
義　

九
』
427
─
428
ペ
ー
ジ
）。

　
「
な
ん
ぢ
慧
か
ら
ぬ
と
き
慧
く
」（
藤
井
武
訳
）
は
直
訳
す
る
と
「
な
ん
じ
が
い
と
慧
か
ら
ぬ
時
に
見
る
も
の
」w

ho sees w
hen 

thou art seen least w
ise

、
お
も
し
ろ
い
言
葉
で
す
。 sees

とseen

が
使
わ
れ
て
い
て
、
な
ん
じ
が
も
っ
と
も
少
な
く
賢
く
見

え
る
と
き
に
、
す
な
わ
ち
な
ん
じ
が
も
っ
と
も
賢
く
な
く
見
え
る
時
に
見
え
る
─
─
見
え
る
と
い
う
の
は
よ
く
目
が
見
え
る
。
学
問

上
の
問
題
、
論
理
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
ご
く
ご
く
例
外
的
に
す
ぐ
れ
た
能
力
の
あ
る
女
性
も
あ
り
ま
す
が
、
概
し
て
い
う
と
女
性

は
男
性
に
及
ば
な
い
で
す
ね
。
だ
か
ら
学
問
的
な
問
題
に
お
い
て
女
性
が
男
性
よ
り
も
よ
く
物
を
見
る
の
は
そ
れ
は
少
な
い
し
、
ま

た
す
べ
て
の
男
性
が
学
者
で
あ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
生
活
に
関
す
る
問
題
に
お
い
て
は
人
間
の
生
き
方
、
生
き
る
道
に

つ
い
てtrouble 

困
難
な
こ
と
が
起
っ
て
き
ま
す
と
、
男
性
は
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
か

ら
心
が
く
し
ゃ
く
し
ゃ
し
て
、
い
ら
だ
っ
て
混
乱
す
る
。
そ
う
い
う
時
に
女
性
が
よ
く
見
る
。
素
直
な
、
そ
し
て
控
え
目
な
、
つ
つ

ま
し
や
か
な
女
性
の
目
の
方
が
整
頓
し
て
お
り
、ど
う
す
れ
ば
い
い
か
判
断
が
あ
や
ま
り
な
く
で
き
て
、し
か
も
そ
れ
が
非
常
に
は
っ

き
り
で
き
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
男
性
を
助
け
る
。
そ
う
い
う
こ
と
は
結
婚
生
活
に
お
い
て
し
ば
し
ば
人
の
実
験
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

矢
内
原
が
こ
れ
を
語
っ
た
日
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
21
）
年
六
月
十
六
日
、
矢
内
原
の
年
譜
で
み
る
と
、
八
年
に
及
ぶ
追
放
を
経
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て
、
一
九
四
五
年
十
一
月
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
に
復
帰
し
た
翌
年
、
五
十
三
歳
の
と
き
で
あ
る
。
後
に
希
代
の
東
大
総
長
と
し
て

聞
こ
え
た
矢
内
原
に
、
こ
の
言
葉
が
あ
る
か
と
思
う
と
頬
の
ゆ
る
む
の
を
覚
え
る
。

　

さ
て
、
第
八
巻
に
お
け
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
忠
告
は
続
く
、「the sense of touch

（Ⅷ
. 579

）は
人
類
が
繁
殖
す
る
た
め
に
必
要
で

あ
る
と
は
い
え
、
こ
れ
が
何
よ
り
も
強
い
悦よ

ろ

楽こ
び

と
思
わ
れ
る
と
き
に
は
、
家
畜
や
あ
ら
ゆ
る
動
物
に
も
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
、

も
し
、
そ
の
楽
し
み
が
人
間
の
霊
魂
を
圧
倒
し
、
情
熱
を
動
か
す
に
足
り
る
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
感
覚
が
動
物
に
ひ
と
し
く
分

か
ち
与
え
ら
れ
て
い
る
は
ず
が
な
い
」。

　

そ
れ
ゆ
え
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
究
極
的
な
忠
告
は
、「
お
前
が
彼
女
と
の
交
わ
り
に
お
い
て
魅
力
的
で
、
人
間
的
で
、
理
性
的
だ
と
思
う

髙
尚
な
す
べ
て
の
も
の
を
常
に
愛
す
る
が
よ
い
。
愛
す
る
こ
と
は
、
よ
い
こ
と
だ
。
し
か
し
情
熱
に
燃
え
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
真

実
な
愛
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
愛
は
思
い
を
清
め
、
心
を
広
く
す
る
。
愛
は
理
性
に
基
き
、
正
し
い
判
断
を
す
る
。
愛
は
、
お

前
が
肉
の
快
楽
に
溺
れ
る
こ
と
な
く
、
神
の
愛
へ
と
昇
っ
て
ゆ
く
階
梯
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
、
動
物
の
な
か
に
お
前
の
伴
侶
は

見
出
さ
れ
な
い
の
だ
」。

　
　
　
　
　
　

W
hat higher in her society thou find’st 

　
　
　
　
　
　

A
ttractive, hum

an, rational, love still: 

　
　
　
　
　
　

In loving thou dost w
ell; in passion not, 

　
　
　
　
　
　

W
herein true love consists not. Love refines 

　
　
　
　
　
　

T
he thoughts, and heart enlarges; hath his seat 
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In Reason, and is judicious; is the scale 
　
　
　
　
　
　

By w
hich to H

eavenly love thou m
ay’st ascend, 

　
　
　
　
　
　

N
ot sunk in carnal pleasure; for w

hich cause 

　
　
　
　
　
　

A
m

ong the beasts no m
ate for thee w

as found.　
　
　
　
　

Ⅷ
. 586-594.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）
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